
千
歳
基
地
航
空
祭
が

八
月
七
日
、
基
地
内
で

行
わ
れ
猛
暑
に
も
か
か

わ
ら
ず
多
く
の
観
衆
が

航
空
シ
ョ
ー
を
楽
し
ん

だ
。
そ
れ
に
伴
い
、
千

鷲
会
は
、
航
空
祭
前
夜

夕
食
会
、
航
空
祭
会
食
、

復
興
支
援
義
援
金
募
金

活
動
等
を
実
施
し
た
。

【
航
空
祭
前
夜
夕
食
会
】

市
内
の
ホ
テ
ル
で
行

わ
れ
た
夕
食
会
で
は
会

員
十
二
人
が
受
付
、
接

遇
等
を
支
援
し
た
。

【
航
空
祭
会
食
】

会
食
は
基
地
体
育
館

で
行
わ
れ
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
住
民
が
招

待
さ
れ
る
な
ど
例
年
に

は
な
い
雰
囲
気
で
あ
っ

た
。ま

た
、
会
員
達
は
、

厚
生
セ
ン
タ
ー
前
で
受

付
等
を
担
当
し
た
。

【
復
興
支
援
義
援
金
募

金
活
動
】

猛
暑
の
中
、
会
員
十

七
人
と
千
歳
航
空
少
年

団
員
八
人
が
野
外
売
店

地
区
及
び
エ
プ
ロ
ン
地

区
に
お
い
て
九
時
、
十

一
時
、
十
三
時
の
三
回

募
金
活
動
を
展
開
し
た
。

千
歳
航
空
少
年
団
員

の
元
気
な
声
に
来
場
者

か
ら
「
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
な
ど
の
激
励
を

受
け
、
総
額
二
十
万
六

千
八
十
三
円
を
募
金
し

て
頂
い
た
。

【
Ｆ-

４
フ
ァ
ン
ト
ム
退

役
式
典
】

当
日
、
会
場
エ
プ
ロ

ン
地
区
で
は
、
千
鷲
会

会
員
等
が
見
守
る
中
、

３
４
５
号
機
が
飛
行
し

降
り
て
き
た
パ
イ
ロ
ッ

ト
に
朝
倉
会
長
が
握
手

し
て
労
っ
た
。

そ
の
後
、
関
係
者
に

よ
る
記
念
撮
影
等
が
行

わ
れ
た
。
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千鷲会

千
鷲
会
航
空
祭
を
支
援

前
夜
夕
食
会
、
義
援
金
募
金
活
動
な
ど
主
催

千
鷲
会
の
会
員
数

（
八
月
三
十
一
日
現
在
）

正

会

員

６
６
９
名

賛
助
会
員

団
体

１
６
社

個
人

１
４
名

投
稿
記
事
募
集

各

紹

介

新
入
会
員

◎
正
会
員

山
野

滋
久

(

特
輸
隊)

狩
集

貴
尚

(

３
高
群)

松
倉

美
加

(

６
空
団)

栁
本

義
則

(

特
輸
隊)

桐
澤

敬

(

基
群
本)

荒

壽
男

(

基
群
本)

◎
賛
助
会
員

平
野

美
緒

(

札

幌)

物
故
会
員

田
中

要
吉

(

桂

木)

佐
藤

治
巳

(

長
沼
町)

会
員
皆
様
方
の
活
動
状

況
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
趣
味
、

評
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い

ま
せ
ん
。
自
薦
、
他
薦
大

歓
迎
で
す
。

投
稿
先
及
び
問
合
せ
先

塙

(

４
２)

０
２
９
５

国
井

(

２
８)

４
３
０
２

芦
田

(

２
６)

４
０
５
３

平
成
二
十
三
年
八
月
、
千
歳
基
地

航
空
祭
で
は
い
つ
も
の
年
と
違
っ
た

行
事
が
行
わ
れ
た
。

永
い
間
、
日
本
の
空
の
守
り
を
担
っ

て
き
た
Ｆ
―
４
Ｅ
Ｊ
改
の
一
機
が
退

役
す
る
式
典
で
あ
る
。
十
時
前
、
そ

の
フ
ァ
ン
ト
ム
が
二
機
の
Ｆ
―
１
５

を
両
脇
に
、
三
機
の
編
隊
で
会
場
上

空
を
飛
行
し
た
後
着
陸
し
た
。

駐
機
場
の
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル

ス
が
展
示
し
て
あ
る
北
側
に

地
上
滑
走
し
て
き
て
止
ま
る
。

３
４
５
号
機
、
尾
翼
に
は
鮮
や
か

に
尾
白
鷲
の
マ
ー
ク
が
浮
か
び
上
が
っ

て
い
る
。
百
里
基
地
に
所
属
す
る
三

〇
二
飛
行
隊
の
機
で
あ
る
。
三
〇
二

飛
行
隊
は
千
歳
で
誕
生
し
、
十
一
年

の
歳
月
北
の
守
り
を
全
う
し
、
昭
和

六
十
年
に
沖
縄
、
そ
し
て
百
里
、
と

空
を
守
る
地
域
を
替
え
て
き
た
。

３
４
５
号
機
、
今
そ
の
全
て
の
役

割
を
終
え
て
故
郷
に
戻
り
、
静
か
に

エ
ン
ジ
ン
が
切
ら
れ
る
。
集
ま
っ
て

い
た
三
〇
二
飛
行
隊
Ｏ
Ｂ
達
が
機
を

囲
む
。

降
り
て
き
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
朝
倉

千
鷲
会
会
長
に
敬
礼
し
て
労
い
の
言

葉
を
受
け
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
二
人

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
花
束
を
受
け
る
。
行

事
冒
頭
の
挨
拶
は
無
く
、
マ
イ
ク
に

よ
る
司
会
の
み
で
退
役
式
典
は
進
み
、

記
念
撮
影
を
し
て
行
事
は
終
わ
っ
た
。

３
４
５
号
機
へ
の
思
い
は
特
に
無

い
が
、
三
〇
二
飛
行
隊
新
編
に
と
も

な
い
、
最
初
の
二
機
を
百
里
か
ら
千

歳
に
運
ん
だ
編
隊
員
の
一
人
と
し
て
、

フ
ァ
ン
ト
ム
の
退
役
に
つ
い
て
は
特

に
感
慨
が
深
い
。

航
空
祭
の
十
日
前
、
機
会
が
あ
っ

て
千
歳
で
訓
練
す
る
三
〇
二
飛
行
隊

の
フ
ァ
ン
ト
ム
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

列
線
に
並
ん
だ
四
機
が
出
発
す
る
。

３
４
５
号
機
は
、
編
隊
長
の
チ
ェ
ッ

カ
ー
と
し
て
隊
長
が
乗
り
、
四
番
目

に
動
き
だ
し
た
。
通
常
の
訓
練

で
飛
行
す
る
最
後
の
勇
姿
を
見

た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
式
典
以
降
、
い
ろ
い
ろ

な
手
順
を
経
て
数
ヶ
月
後
に
千
歳
基

地
に
展
示
機
と
し
て
復
活
す
る
予
定

だ
そ
う
で
あ
る
。
千
鷲
会
会
員
の
多

く
が
、
フ
ァ
ン
ト
ム
へ
の
様
々
な
思

い
出
を
持
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
の
思
い
出
を
永
劫
に
繋
ぐ
媒
体
と

し
て
、
３
４
５
号
機
は
静
か
に
余
生

を
送
る
こ
と
に
な
る
。(

杉
下

恭
治)

航空祭会食の受付支援 前夜夕食会での受付支援

復興支援義援金募金活動 会長と懇談する被災招待者

会長から労いを受けるパイロット

千鷲会会員と共に記念撮影

フ
ァ
ン
ト
ム
３
４
５
号
機
の
退
役



新
年
度
の
定

期
総
会
が
六
月

三
日
ベ
ル
ク
ラ

シ
ッ
ク
リ
ア
ン

に
お
い
て
会
員

五
十
人
出
席
の

も
と
行
わ
れ
た
。

総
会
で
は
、
平

成
二
十
二
年
度

事
業
（
行
事
）

及
び
収
支
決
算

報
告
・
平
成
二

十
三
年
度
事
業

（
行
事
）
計
画
（
案
）

及
び
収
支
予
算
案
並
び

に
役
員
の
改
選
が
事
務

局
か
ら
報
告
さ
れ
、
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
に

は
、
一
五
八
人
（
会
員

一
〇
九
人
、
賛
助
会
員

十
一
人
、
現
役
三
十
八

人
）
が
参
加
。
新
入
会

員
の
紹
介
な
ど
が
行
わ

れ
る
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
た
。

新
役
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り

会

長

朝
倉

範
夫

副
会
長

野
澤

邦
彦

同

木
内

将
一

同

柏
本

博
明

会

計

田
爪

幸
夫

監

査

佐
藤

勝

同

新
田

幸
吉

事
務
局

局

長

塙

哲

次

長

白
木

敏
滋

総
務
部

部

長

本
郷

武
男

理

事

渡
辺

孝
典

同

宮
崎

光
男

同

福
田

博
志

事
業
部

部

長

熊
原

清
二

理

事

上
根

秀
昭

同

坪
倉

光
也

同

畑
田

信
也

広
報
部

部

長

佐
々
木
眞
司

理

事

国
井

勇
治

同

長
尾

良
紀

同

渥
美

伸
悦

同

中
川

忠
範

同

芦
田

威

七
月
二
十
八
日
、
炎

天
下
の
な
か
十
一
人
の

会
員
が
、

例
年
行
事
と

し
て
航
空
祭
前
に
行
っ

て
い
る
基
地
慰
霊
碑
周

辺
の
樹
木
剪
定
作
業
を

行
っ
た
。
作
業
中
、
予

想
以
上
に
気
温
が
上
が

り
夜
勤
明
け
の
会
員
も

汗
を
流
し
な
が
ら
疲
れ

も
見
せ
ず
頑
張
っ
て
い

た
。愛

好
会
七
月
の
登
山
計

画
は
、
大
雪
山
系
ト
ム
ラ

ウ
シ
山
（
二
一
四
一
㍍
）
、

七
月
十
二
日
か
ら
十
四
日

（
二
泊
三
日
）
一
六
人
の

参
加
者
で
決
行
し
ま
し
た
。

日
勝
峠
を
越
え
て
新
得
町

か
ら
道
道
七
一
八
号
線
を

北
上
す
る
こ
と
一
時
間
、

行
動
基
点
の
ト
ム
ラ
ウ
シ

温
泉
「
東
大
雪
荘
」
に
到

着
。
早
々
の
露
天
風
呂
で

の
く
つ
ろ
ぎ
・
・
・
こ
れ

と
は
別
に
、
リ
ー
ダ
ー
と

サ
ブ
・
リ
ー
ダ
ー
は
明
日

の
天
気
情
報
の
判
断
に
苦

慮
が
つ
づ
く
。
し
か
し
、

全
員
は
明
日
早
朝
の
登
山

に
万
全
を
期
し
て
態
勢
を

整
え
る
。
翌
朝
三
時
半
に

宿
舎
出
発
で
登
山
口
へ
、

登
山
開
始
は
四
時
二
七
分
、

雨
の
中
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
。
小
雨
状
態
の
登
山
道

を
進
み
、
カ
ム
イ
天
上
か

ら
カ
ム
イ
サ
ン
ケ
ナ
イ
川

の
谷
へ
下
り
、
再
び
コ
マ

ド
リ
沢
の
登
り
と
な
る
。

こ
こ
は
、
全
面
に
雪
渓
が

残
り
残
雪
を
一
歩
一
歩
踏

み
し
め
て
の
登
り
と
な
っ

た
。
二
年
前
の
こ
の
七
月
、

東
京
の
登
山
ツ
ア
ー
企
画

会
社
が
計
画
し
、
八
人
も

の
凍
死
者
を
出
し
た
あ
の

ト
ム
ラ
ウ
シ
縦
走
コ
ー
ス
・
・
・

今
回
は
、
こ
れ
と
は
ま
っ

た
く
逆
行
コ
ー
ス
で
ト
ム

ラ
ウ
シ
山
頂
へ
向
か
っ
て

進
む
。
前
ト
ム
ラ
ウ
シ
平

か
ら
ナ
キ
ウ
サ
ギ
も
出
没

す
る
長
い
ガ
レ
場
に
入
り
、

ケ
ル
ン
の
尾
根
を
越
す
と

ト
ム
ラ
ウ
シ
公
園
へ
、
こ

れ
か
ら
再
び
雪
渓
を
踏
ん

で
の
登
り
・
・
・
高
山
植

物
の
花
々
に
迎
え
ら
れ
、

思
わ
ず
立
ち
止
ま
っ
て
見

入
る
。
エ
ゾ
ノ
ツ
ガ
ザ
ク

ラ
の
可
憐
な
姿
や
コ
マ
ク

サ
の
葉
の
独
特
の
色
「
粉

白
緑
色
」
や
キ
バ
ナ
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
の
美
し
さ
な
ど
・
・
・

心
な
ご
ま
せ
る
天
空
の
風

景
で
し
た
。
ト
ム
ラ
ウ
シ

頂
上
の
下
の
岩
場
で
、
大

休
止
後
、
一
気
に
山
頂
を

目
指
す
。
山
頂
は
晴
れ
で
、

私
た
ち
の
登
頂
記
念
撮
影

中
も
、
関
西
弁
や
東
北
な

ま
り
が
耳
を
か
す
め
登
山

者
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

“
登
頂
成
功
”
の
喜
び
は
、

そ
の
達
成
感
と
・
・
そ
し

て
共
に
苦
難
を
味
わ
っ
た

者
同
士
の
心
の
通
い
合
い

に
こ
そ
あ
る
の
で
は
・
・

あ
ん
な
に
苦
し
い
山
登
り

だ
っ
た
の
に
、
「
ま
た
登

り
た
い
！
」
と
い
う
気
持

ち
に
さ
せ
ら
れ
る
の
が
、

「
山
登
り
」
か
と
～

朝
倉
会
長
と
野
澤
副

会
長
は
八
月
十
日
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
を
訪

れ
、
千
歳
基
地
航
空
祭

で
行
わ
れ
た
復
興
支
援

義
援
金
活
動
で
集
ま
っ

た
義
援
金
二
十
万
六
千

八
十
三
円
を
「
被
災
さ

れ
た
方
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
」
と
日

赤
千
歳
市
地
区
協
賛
委

員
会
の
沼
田
委
員
長
に

全
額
手
渡
し
た
。
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ト
ム
ラ
ウ
シ
山

登
頂
成
功

山
登
り
愛
好
会

支
笏
湖
周
辺
は
、
風
不
死

岳
、
水
明
郷
に
ク
マ
が
生
息

し
て
い
る
と
云
わ
れ
て
い
て
、

ま
た
食
料
と
な
る
「
エ
ゾ
シ

カ
」
も
同
地
域
に
は
、
群
れ

て
い
る
。

私
は
山
菜
取
り
で
、
山
に

入
る
こ
と
が
多
く
糞
や
爪
痕

を
何
度
か
見
ま
し
た
が
、
今

回
は
野
生
の
熊
と
の
遭
遇
を

体
験
し
ま
し
た
。
六
月

二
十
二
日
朝
六
時
五
分

ご
ろ
、
道
道
支
笏
湖
公

園
線
で
千
歳
か
ら
支
笏

湖
に
向
か
う
途
中
、
妻
を
同

乗
し
車
を
運
転
中
に
対
向
車

と
す
れ
違
っ
た
直
後
、
前
方

十
メ
ー
ト
ル
位
に
道
路
を
横

断
す
る
熊
を
見
つ
け
て
、
急

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、
辛
う
じ

て
衝
突
を
回
避
し
た
。

〔
四
メ
ー
ト
ル
位
の
至
近
距

離
で
停
車
し
た
〕
成
獣
し
た

熊
で
一
メ
ー
ト
ル
三
十
セ
ン

チ
位
の
大
き
さ
で
あ
り
、
横

断
中
は
私
の
車
の
方
を
睨
ん

で
、
小
走
り
で
道
路
か
ら
林

の
中
へ
と
消
え
た
。
後
続
車
、

対
向
車
も
な
く
、
事
故
を
起

こ
す
事
が
な
く
、
ほ
っ
と
し

た
が
、
心
臓
の
鼓
動
の
高
ま

り
は
、
し
ば
ら
く
元
に
は
戻

ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
秋

に
か
け
「
茸
狩
り
」
の
人
を

見
受
け
る
が
、
熊
が
一
番
行

動
範
囲
を
広
げ
る
時
期
で
も

あ
る
。
何
故
な
ら
山
の
恵
み

の
、
ど
ん
ぐ
り
、
山
ブ
ド
ウ
、

コ
ク
ワ
（
さ
る
な
し
）
、
ま

た
た
び
の
実
が
成
熟
す
る
。

こ
れ
ら
は
熊
の
大
好
物
で
も

あ
り
、
大
量
に
食
べ
、
冬
眠

前
に
脂
肪
を
蓄
え
る
大
切
な

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ

に
入
っ
て
行
く
か
ら
に
は
、

熊
と
遭
遇
す
る
可
能
性
が
高

い
こ
と
、
ま
た
、
自
分
の
身

の
危
険
を
知
る
事
が
大
切
で

あ
る
。
そ
の
為
に
は
対
策
を

考
え
「
熊
よ
け
の
鈴
、
熊
よ

け
ス
プ
レ
ー
、
ラ
ジ
オ
を
鳴

ら
す
、
複
数
で
行
き
大
声
で

話
す
等
」
熊
に
対
し
て
人
間

が
「
こ
こ
に
居
る
ぞ
」
と
い

う
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
。
人
間
の
存
在

を
確
認
で
き
た
ら
、
そ
の
場

か
ら
離
れ
て
い
き
、
事
故
に

は
な
ら
な
い
と
思
う
。
今
回

の
こ
と
で
、
野
生
の
熊
は
早

朝
に
行
動
し
て
い
る
事
を
実

体
験
と
し
て
学
び
ま
し
た
。

匿
名
会
員

熊
と
の
遭
遇
を
体
験

樹
木
剪
定
作
業

参
加
者

リ
ー
ダ
ー

川
崎
清
吉

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

武
田
東
助

渡
辺
英
子
・
野
澤
瑛
子
・

平
野
美
緒
・
伊
藤
雅
章
・

清
水
市
太
郎
・
富
田
康
広
・

松
坂
政
三
・
今
井
勤
・
梅

木
良
男
・
中
本
守
・
野
澤

邦
彦
・
渡
辺
孝
典
・
坂
井

守
次
・
吉
岡
敏
博

復
興
支
援
義
援
金

日
赤
に
寄
託

平 成 ２３ 年 度
定期総会・懇親会

作業に精を出す会員達




